
 
 

 

 

 

寒さ
さむ  

が少し
すこ  

ずつ和らいで
やわ      

、春
はる

の気配
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が感じられる
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ようになってきました。季節
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は、気候
き こ う

の変化
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が激しく
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、体調
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を崩しやすく
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なります。リラックスして体
からだ

と心
こころ

を休める
やす    

時間
じ か ん

を大切
たいせつ

にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和
れ い わ

３年
 ね ん

３月
 が つ

発行
はっこう

 

愛知
あ い ち

県立
けんりつ

小牧
こ ま き

特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

 保健室
ほけんしつ

 

がつ 

保護者の方へ・・・今年度も、お子様の体調管理と学校保健へのご協力ありがとうございました。 

卒業
そつぎょう

学年
がくねん

のみなさん 

ご卒業
 そつぎょう

おめでとうございます。新しい
あたら   

場所
ば し ょ

で、

楽しく
たの    

充実
じゅうじつ

した日々
ひ び

が過ごせ
す   

ますように…。 

在校生
ざいこうせい

のみなさん 

あと１か月
げつ

で今
いま

の学年
がくねん

が終わります
お     

ね。新しい
あたら   

学年
がくねん

でも素敵
す て き

な笑顔
え が お

で過ごせ
す   

ますように…。 

保健
ほ け ん

だより 

振り
ふ  

返って
かえ    

チェック

してみよう！ 
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医療的ケア情報 

医療的ケアの中に給食の注入というケアがあります。これは、胃ろうを使用して給食を胃

に直接送るケアです。本校では、11名（申請中を含む）の児童生徒が実施しています。今回

は給食の注入についてお伝えします。 

 

１ 本校の給食注入の経緯 

【平成 29年度】 ３名の実施 

給食の注入を試行としてスタート。週 1日看護師が実施し、残りの 4日は保護者が実施 

【平成 30年度】 ５名の実施 

 冬休み以降、キャンセル補充として給食の注入を実施。看護師による給食の注入が週 1

回から２～３回に増えた。 

【令和元年度】 ８名の実施 

 栄養剤の注入と同様の回数をケアとして実施。週４～５日の看護師による給食の注入が

軌道に乗る。 

【令和２年度】 11名の実施 

 指導医の指導を仰ぎつつ、給食の注入が週５日実施できるまでの過程等の検討を行う。 

【令和３年度】  

給食の注入が週５日実施できるまでの過程を変更する（変更内容は以下を参照）。 

２ 給食注入の条件 

・家庭で半年以上、毎日一日に一回以上食材の注入を実施し、多様な食材の注入に体が慣

れていることを前提とします。日常的に食材を注入していることが必須です。 

・学校では初期食Ⅰを注入します。 

・主治医から、総量や注入回数、時間などを指示してもらいます。 

・デザートと牛乳以外の食材（主食とおかず）は、すべて混ぜます。 

３ ケア開始に向けて 

・さまざまな書類のやりとり、主治医との確認作業などの準備が必要になります。 

・栄養剤を併用している場合は、保護者の方に最低３回（ご飯、パン、麺）学校で給食の注

入を実施していただきます（マニュアル作成のため回数が増えることがあります）。令和３

年度からケアが開始されると、週２回の注入を２週間、週３回の注入を２週間実施し、体

調が安定していることを確認して週５日の給食注入に移行します。 

・栄養剤を併用していない場合は、ケアの申請がなされてから、保護者の方に毎日来校し

ていただき注入していただきます。ケアが開始されると最初から週５日看護師が実施しま

す。 

 

現在、多くの児童生徒が安全に給食の注入を実施できているのは、平成 29年度当時、週４

日学校に来て給食の注入をしてくださった保護者の方々の御苦労のおかげだと思っています。

安全にスタートできたおかげで、段階的に回数が増え現在に至っています。先日、医療的ケ

ア保護者連絡会で校長から「医療的ケアの充実のためには失敗は許されず、丁寧に段階的に

進めることが必要。」という話がありました。他のケアに関しても、学校のスピード感に歯が

ゆい思いをされている保護者の方がいらっしゃるかもしれませんが、今後も安全・安心な医

療的ケアの実施のため御協力をよろしくお願いいたします。（保健主事 山口） 

 

 


